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村
が
交
付
す
る
証
明
書
等
に
は
多

く
の
種
類
が
あ
り
、
本
人
申
請
が
基
本

で
す
が
、「
ど
う
し
て
も
開
庁
時
間
内

に
取
り
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
」
と

い
う
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
の
よ
う
な
方
の
た
め
に
、
本
人

が
各
担
当
課
の
窓
口
で
申
請
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
そ
の
代
替
手
段
と
し
て
、

代
理
申
請
や
郵
便
に
よ
る
申
請
な
ど
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
今
月
号
で
は
、
各
種
証
明

書
等
の
申
請
に
役
立
つ
情
報
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

各
種
証
明
書
等
の
申
請
方
法

　

各
種
証
明
書
等
は
、
各
担
当
課
の

窓
口
で
申
請
す
る
こ
と
が
基
本
で
す

が
、
一
部
の
証
明
書
等
は
、
郵
便
や
Ｊ

Ｒ
東
海
駅
西
口
に
設
置
し
て
あ
る「
住

民
ポ
ス
ト
」
を
利
用
し
て
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
住
民
票
は
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が
な
く
て
も
、

顔
写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
と
印

鑑
が
あ
れ
ば
、
全
国
の
市
区
町
村（
一

部
を
除
く
）
で
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
、
手
続
き

に
関
す
る
詳
細
は
、
各
担
当
課
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

役
場
窓
口
で
の
申
請

　

各
種
証
明
書
等
を
申
請
す
る
基
本
的

な
方
法
で
す
。
本
人
ま
た
は
同
一
世
帯

の
方
が
、
担
当
課
の
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
同
一
世
帯
の
方
が

申
請
す
る
場
合
に
は
、
委
任
状
な
ど
が

必
要
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

郵
便
に
よ
る
申
請

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
①
定
額
小
為
替
証
書
②
切
手
を

張
っ
た
返
信
用
封
筒（
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
を
明
記
）
③
申
請
者
の
公
的

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
や
健
康
保

険
証
な
ど
）の
写
し―

―

を
同
封
の
上
、

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
証
明
書
等
の
発

行
は
、
多
少
時
間
が
か
か
る
た
め
、
余

裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
請
書
は
、
東
海
村
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
証
明
書 

戸
籍
謄
本
・

抄
本
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
住
民

票
の
写
し
、
転
出
証
明
書
な
ど

住
民
ポ
ス
ト
に
よ
る
申
請

　

所
定
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
①
現
金
ま
た
は
定
額
小
為
替
証

書
②
切
手
を
張
っ
た
返
信
用
封
筒（
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
を
明
記
）
③
申

請
者
の
公
的
身
分
証
明
書（
運
転
免
許

証
や
健
康
保
険
証
な
ど
）
の
写
し―

―

各種証明書等の
申請方法を紹介します

各種証明書等の
申請方法を紹介します
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窓
口
の
業
務
時
間
を

延
長
し
ま
す
！

　

村
で
は
、
転
出
・
転
入
な
ど
各
種

届
け
出
を
行
う
方
が
多
く
な
る
３
月

か
ら
５
月
ま
で
の
３
か
月
間
、
一
部

の
窓
口
の
業
務
時
間
を
延
長
し
ま
す
。

●
実

施

日 

３
月
５
日（
月
）か
ら

５
月
28
日（
月
）ま
で
の
毎
週
月
曜

日　

※
４
月
30
日（
月
）は
休
日
の

た
め
、
翌
日
の
５
月
１
日（
火
）に

振
り
替
え
と
な
り
ま
す
。

●
延
長
時
間 

午
後
７
時
ま
で

●
実

施

課 

福
祉
部
住
民
課
、
福

祉
部
保
健
年
金
課
、
福
祉
部
社
会

福
祉
課
、
建
設
水
道
部
水
道
課

●
そ

の

他 

取
り
扱
い
業
務
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、「
広
報
と

う
か
い
」
２
月
25
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

●
問

合

せ 

政
策
審
議
室（
☎
282

局
１
７
１
１　

内
線
１
３
７
１
）

代
理
申
請
が
可
能
な
証
明
書
等

　

異
動
時
期
に
申
請
が
多
く
な
る
証
明

書
等
を
中
心
に
、
代
理
申
請
が
で
き
る

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

戸
籍
・
印
鑑
登
録
関
係
…
福
祉
部
住
民

課（
☎
287
局
０
８
３
５
）

◆
住
民
票
謄
本
・
抄
本
、
戸
籍
謄
本
・

抄
本 
①
委
任
状
②
代
理
の
方
の
公

的
身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
）
③
印
鑑―

―

が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◆
印
鑑
登
録 

①
委
任
状
②
登
録
す
る

印
鑑
③
代
理
の
方
の
印
鑑―

―

を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
代
理
の

方
に
よ
る
登
録
の
場
合
は
、
５
日
間

程
度
か
か
り
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
持
っ
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
印
鑑
登
録
証
明
書 

印
鑑
登
録
カ
ー

ド
を
持
参
の
上
、
所
定
の
用
紙
に
申

請
者
の
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
を

正
確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
外
国
人
登
録
記
載
事
項
証
明
書 

同

居
親
族
の
場
合
は
、
申
請
者
の
外
国

人
登
録
証
明
書
や
公
的
身
分
証
明
書

（
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
の

代
理
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
、
委

任
状
お
よ
び
代
理
の
方
の
公
的
身
分

証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

水
道
関
係
…
建
設
水
道
部
水
道
課（
☎

283
局
２
２
１
３
）

◆
給
水
開
始
届
・
給
水
中
止
届 

代
理

の
方
の
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
給
水
装
置
名
義
・
水
道
使
用
者
変
更 

届 

旧
名
義
人
、
新
名
義
人
お
よ
び

代
理
の
方
の
印
鑑
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
売
買
や
競
売
に
よ
る
変

更
は
、
売
買
契
約
書
ま
た
は
登
記
簿

謄
本
の
写
し
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
給
水
装
置
使
用
廃
止
届 

申
請
者
お

よ
び
代
理
の
方
の
印
鑑
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

原
則
と
し
て
本
人
が
申
請
す
る
証
明
書
等

保
健
年
金
関
係
…
福
祉
部
保
健
年
金
課

（
☎
287
局
０
８
４
８
）

◆
国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
、
老
人

保
健
、
医
療
福
祉
、
母
子
健
康
手
帳

の
交
付
な
ど

児
童
福
祉
関
係
…
福
祉
部
社
会
福
祉
課

（
☎
287
局
０
８
９
６
）

◆
保
育
所
の
入
所
手
続
き
、
児
童
扶
養

手
当
な
ど

を
同
封
の
上
、「
住
民
ポ
ス
ト
」へ
投と

う

函か
ん

し
て
く
だ
さ
い
。
投
函
さ
れ
た
申
請
書

は
、
平
日
の
午
後
に
回
収
さ
れ
、
証
明

書
等
を
作
成
後
、
申
請
者
本
人
に
郵
送

さ
れ
ま
す
。
証
明
書
等
の
発
行
は
、
多

少
時
間
が
か
か
る
た
め
、
余
裕
を
持
っ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
請

書
は
、
東
海
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
証
明
書 

戸
籍
謄
本
・

抄
本
、
戸
籍
の
附
票
の
写
し
、
住
民

票
の
写
し
な
ど

住
民
票
の
広
域
交
付

　

住
民
票
は
、
勤
務
地
な
ど
の
市
町

村
で
も
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
ま
た
は
顔

写
真
付
き
の
公
的
身
分
証
明
書（
運
転

免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）、
印
鑑

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
記
載

内
容
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
続
柄
の
み
と
な
り
ま
す
の
で
、

本
籍
地
な
ど
戸
籍
事
項
の
記
載
が
あ
る

住
民
票
が
必
要
な
方
は
、
住
民
登
録
地

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
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水
道
事
業
の
あ
ら
ま
し

　

本
村
の
水
道
事
業
は
、
昭
和
48
年
に

久
慈
川
を
水
源
と
し
て
上
水
道
事
業
経

営
の
許
可
を
受
け
、
昭
和
52
年
に
計
画

給
水
人
口
１
万
９
８
０
０
人
、
１
日
当

た
り
最
大
給
水
量
７
５
２
４
立
方
メ
ー

ト
ル
で
給
水
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、豊
岡
・
村
松
簡
易
水
道
地
区

の
取
り
込
み
な
ど
、
給
水
区
域
の
拡
張

お
よ
び
給
水
量
の
増
加
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
久
慈
川
水
系
の
水
質
調
査
や
水

質
保
全
活
動
な
ど
、
村
民
の
利
便
性
と

信
頼
性
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
は
須
和
間
配
水
場
が
完

成
し
、
同
７
年
に
は
那
珂
川
を
水
源
と

す
る
県
中
央
広
域
水
道
用
水
供
給
事
業

か
ら
受
水
を
開
始
す
る
な
ど
、
さ
ら
な

る
安
定
供
給
を
図
り
ま
し
た
。

　

経
営
に
当
た
っ
て
は
、
会
計
処
理
の

電
算
化
、
外
宿
浄
水
場
の
運
転･
管
理

委
託
、
最
近
で
は
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
水
道
料
金
を
納
め
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
経
費
節
減
と

健
全
経
営
に
努
め
て
き
て
い
ま
す
。

 

こ
れ
ま
で
の
水
道
料
金
改
定

　

水
道
料
金
の
改
定
は
こ
れ
ま
で
、
平

成
元
年
の
消
費
税
導
入
お
よ
び
平
成
９

年
の
消
費
税
率
改
正
時
に
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
実
質
的
な
改
定
は
、
昭
和
57

年
以
来
、
25
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

 

改
定
の
理
由

①
外
宿
浄
水
場
は
築
30
年
が
経
過
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
老
朽
化
が
進
み
、

今
後
も
継
続
的
な
安
定
供
給
を
図
る

た
め
に
は
、
施
設
の
更
新
や
水
道
管

敷
設
整
備
を
す
る
投
資
的
事
業
費
が

掛
か
る
こ
と
。

②
久
慈
川
か
ら
の
取
水
量
に
は
制
限
が

あ
る
た
め
、
外
宿
浄
水
場
か
ら
の
給

水
だ
け
で
は
足
り
な
い
分
を
県
中
央

広
域
水
道
か
ら
の
供
給
で
補
っ
て
い

る
が
、
近
年
、
使
用
量
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
。

③
供
給
す
る
水
道
料
金
単
価（
供
給
単

価
）と
給
水
に
要
す
る
費
用（
給
水
原

価
）と
の
差
が
広
が
り
、
水
を
供
給
す

る
ほ
ど
に
水
道
事
業
会
計
の
赤
字
額

が
増
え
、
毎
年
度
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
赤
字
解
消
を
図
っ
て
き
た

が
、
一
般
会
計
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上

の
資
金
の
繰
り
入
れ
は
困
難
で
あ
る

こ
と
。

④
水
道
事
業
の
経
営
に
つ
い
て
は
、
地

方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
独
立
採
算

制
を
建
前
と
し
、
事
業
運
営
に
掛
か

る
経
費
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
水
道

料
金
で
賄
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
原
則
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
現
在
の
水

道
料
金
で
は
将
来
に
わ
た
り
事
業
を
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ

る
た
め
、
４
月
使
用
分
か
ら
水
道
料
金

を
改
定
し
、
村
民
の
皆
さ
ん
に
安
全
・

安
心
な
水
の
安
定
供
給
を
維
持
し
て
い

き
ま
す
。

 

改
定
の
基
本
事
項

○
料
金
体
系

　

基
本
料
金
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
口

径
別
料
金
体
系
を
継
続
し
ま
す
。
従
量

料
金
に
つ
い
て
は
、
使
用
水
量
に
よ
り

３
段
階
に
な
っ
て
い
た
も
の
を
１
段
階

に
ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
現
行
の
水

道
料
金
は
10
円
未
満
切
り
捨
て
だ
っ
た

の
に
対
し
、
改
定
後
は
１
円
未
満
切
り

捨
て
に
な
り
ま
す
。
一
般
家
庭
が
大
半

を
占
め
る
13
か
ら
25
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の

小
口
径
に
つ
い
て
は
、
料
金
改
定
率
を

低
く
抑
え
ま
し
た
。

○
平
均
改
定
率

　

平
均
改
定
率
は
10
・
２
パ
ー
セ
ン
ト

と
し
ま
し
た（
消
費
税
を
除
く
）。

○
メ
ー
タ
ー
使
用
料

　

現
行
の
メ
ー
タ
ー
使
用
料
は
、
改
定

後
、
基
本
料
金
に
含
め
ま
し
た
。

○
改
定
料
金
の
適
用
年
月
日

　

平
成
19
年
４
月
１
日

■問 合 せ　建設水道部水道課業務係（☎282-1711　内線1151）

　平成19年４月使用分から、水道料金を改定します。これは、外宿浄水場などの老朽化した施

設の維持管理費や更新事業費、安全対策費などの経費の増加により、今までの水道料金では将来

にわたる事業経営が困難な状況となったためです。村民の皆さんへ、安全･安心な水の安定供給

を維持するため、一層の経営努力をしていきますので、ご理解とご協力をお願いします。

水道料金が変わります
４月から４月から
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口径

（mm）

基本料金 従量料金

水量

（㎥）
料金（円）

第１段階 第２段階 第３段階

水量
（㎥）

料金
（円／㎥）

水量
（㎥）

料金
（円／㎥）

水量
（㎥）

料金
（円／㎥）

13

～ 20

2,200

21 ～

14020 2,300

25 2,400

30 3,400

17040 4,600

50 5,700

75 8,600

190100 11,500

150 17,000

≪新しい料金体系表（２か月分、税抜き）≫

【新旧料金比較表】

口径

（mm）

基本料金
メーター

使用料

（円）

従量料金

水量

（㎥）

料金

（円）

第１段階 第２段階 第３段階

水量
（㎥）

料金
（円／㎥）

水量
（㎥）

料金
（円／㎥）

水量
（㎥）

料金
（円／㎥）

13

～ 20 2,000

120

21 ～ 60 125  61 ～ 13520 200

25 220

30 3,400 340

～ 100 125 101～ 200 135 201 ～ 145
40 6,600 400

50 10,000 2,000

75 24,000 2,800

100 42,000 4,000
～ 2,000 145

2,001 ～
10,000

155 10,001 ～ 165
150 92,000 8,000

水道料金計算方法 水道料金＝（基本料金＋従量料金）×消費税率（１円未満切り捨て）

　水道料金は、２か月ごとの検針で、基本料金と１㎥当たりの従量料金の合計額に、消費税率を
乗じて算出します。

←20㎥まで
←21㎥以上は、１㎥につき従量料金が加算され

ますので、140円×10㎥＝1,400円

（旧料金は、125円×10㎥＝1,250円）

の従量料金が加算されます。

（例）メーター口径が20mmで、２か月分の使用水量が30㎥の場合

≪現行の料金体系表（２か月分、税抜き）≫

（単位：円）新料金 旧料金
基本料金
従量料金

メーター使用料

2,300  
1,400
－

2,000
1,250
200

計
消費税５％

3,700
185

3,450
172.5

合計 3,885 3,622.5

水道料金
3,885 3,620

（１円未満切り捨て）（10円未満切り捨て）
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◆問 合 せ　福祉部地域医療推進課（☎287-0899　電子メールtiiki-is@vill.tokai.ibaraki.jp）

病院への上手なかかり方（その17） 村立東海病院院長　大場義幸

新しい村立東海病院

　今季のインフルエンザの流行の動向はまだ分かりませんが、皆さんは予防接種を

受けたでしょうか。

■インフルエンザと特効薬

　昨年、会社の社長さんと思われるインフルエンザの患者さまが、「私は仕事柄、

人と会うことが多いので、人にうつさないようにインフルエンザの特効薬を処方

してくれ」と大声で言っていたことがありました。

　この特効薬ですが、ウイルス増殖を抑制するものであって、殺すものではないので、服用した

からといって他人にうつさないという保証はありません。そもそも、インフルエンザは５日間く

らい高熱と風邪の症状、時に関節痛などが起こりますが、余病のない一般成人では、部屋を暖か

くし、湿度を上げ、水分補給をすることで軽快します（特効薬も５日間服用します）。

　３年から４年前、この高額な特効薬は、世界市場の約60パーセントを日本人が使用したとい

われており、医学界では、薬剤耐性ウイルスが出現することを懸念しています。

　日本での流行は学校から始まるといわれ、小児はかかりやすく重篤になりにくい、高齢者はか

かりにくく重篤になりやすいといわれています。また、一般成人でも、心肺の疾患や糖尿病など

の持病がある人は、重篤になりやすいです。インフルエンザにかかったら、限りある特効薬をこ

のような人に処方したいものです。なお、この特効薬は、精神症状を起こす副作用があります。

　『インフルエンザ、風邪、食中毒などの予防は、手洗いが基本です』。手洗いは、①調理前②生の魚

や肉類の取り扱い後③トイレの後④帰宅後⑤病人の看護（介護）後――などに、最低でも約１分以上行

ってください。

【効果的な手洗い方法】 

◆手洗いのすすめ

①指輪や腕時計を外し、流
水で十分に両手（手首の
上約５センチメートルま
で）をぬらしてください。

手
順
①

③もみ洗いのポイント（１）
　両方の手のひらをよくこ
すりましょう。

手
順
③

⑤もみ洗いのポイント（３）
　指先は特に入念に洗いま
しょう。つめの中の汚れ
は、つめブラシなどを使
うと良いでしょう。

手
順
⑤

②せっけん液を適量取り出
し、十分に泡立ててくだ
さい。

手
順
②

④もみ洗いのポイント（２）
　手の甲もよくこすり洗い
しましょう。

手
順
④

⑨指先を上に向けて流水で
洗い流し、清潔なタオル
やペーパータオルで水分
をふき取ってください。

手
順
⑨

⑧もみ洗いのポイント（６）
　手首も忘れずに洗いま
しょう。

手
順
⑧

⑦もみ洗いのポイント（５）
　親指と手のひらも丁寧に
洗いましょう。

手
順
⑦

⑥もみ洗いのポイント（４）
　指の間もくまなく洗いま
しょう。

手
順
⑥
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村政への提案レター村政への提案レター
あなたの声をお聞かせください

●村政に関する意見・要望など、　どしどしお寄せください。

●「広報とうかい」で紹介する場合もあります。

●この封書は、平成21年１月31日まで有効です。

き

り

と

り

線

き り と り 線

料金受取人払

東海局承認

57
差出有効期間
平成21年1月
31日まで

切手を張らずに
お出しください（　　　）

3 1 9 1 1 9 0

　封書は切手を張らずにポストに投
とう

函
かん

してください。

　また、このレターはお互いの立場を尊重するものと考えていますので､必ず

住所・氏名・電話番号を明記してください。無記名のものはお答えできません。

■問 合 せ 企画総務部自治推進課自治推進係（☎282-1711　内線1341）

き り と り 線

● 7

〈
受
取
人
〉

東
海
村
東
海
三
丁
目
７
番
１
号

　

（
東
海
村
企
画
総
務
部
自
治
推
進
課
扱
い
）　

　
　
　
　

東　

海　

村　

長　
　

行
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あなたの声を村政に
　まちづくりのアイデア、身近な問題、みんなに
提言したいこと、何でも結構です。
　行政には目が届かない問題もあると思います。
みんなが工夫すれば、解決できることも多いと思い
ます。難しく考えないでどんな小さなことでも結構
です。
　みんなで支え合えるまちづくりのために、あなた
の知恵をお貸しください。

※無記名にはお答えできません。必ずあなたの住所・氏名を書いてください。
　名前を伏せてほしい方は、氏名の後に「匿名希望」と書き加えてください。

き り と り 線

の り し ろ

の り し ろ

の

り

し

ろ

件　名

住
所

東
海

村

氏
名

職
業

年
齢

電
話

番
号

（これは封書になりますので、切り取って投
とう

函
かん

してください。）

き

り

と

り

線

き り と り 線 8 ●
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　茨城県市町村総合事務組合では、今年も２月

１日から平成19年度「県民交通災害共済」の加

入申込受付を開始しました。この制度は、年一

定額の会費を支払うと、加入者が交通事故でけ

がや死亡した場合、その度合いに応じて見舞金

が支払われる制度で、平成18年９月現在、村

では約5,000人が加入しています。比較的少額

な会費で、いざというときに見舞金を受け取る

ことができる「県民交通災害共済」に、ご家族お

そろいで、ぜひご加入ください。

会費（１年間）
■大人…900円／人

■中学生以下（平成19年４月１日時点）…500円

／人　※村では、平成４年４月２日から平成

15年４月１日までに生まれた方（４歳以上中

学生以下）と、昭和12年４月１日以前に生ま

れた方（70歳以上）を対象に、会費の半額を

助成します。該当する方は、必ず印鑑をお持

ちください。

万一のときの見舞金
■死亡…100万円

■最低治療実日数３日以上の傷害…２万円

対象となる交通事故
■日本国内の道路上を通行中の自動車、バイク、

自転車等の接触・衝突・転落・転覆事故等に

よる人の死傷

■踏切道での電車等との接触・衝突事故による

人の死傷

共済期間
■４月１日から平成20年３月31日までの１年

間　※途中加入の場合は、申し込みの翌日か

ら平成20年３月31日までとなります。

見舞金の請求手続き
　次の書類と印鑑を持参の上、経済環境部環境

政策課へご請求ください。

■会員証

■運転免許証（免許の必要な車両を運転中に事故

を起こしたとき）

■交通事故証明書（自動車安全運転センター所

長発行のもの）　※この交通事故証明書のな

い事故に基づく請求は、指定の「事故申立書」

を使用し、最高９等級（３万円）まで（災害区

分別見舞金額一覧を参照）の支給となります。

■診断書（医師の診断書、柔道整復師、はり師、

きゅう師等の施術証明書）　※カイロプラク

ティック等は、診療行為から除外されます。

災害区分別見舞金額一覧

※次のような事故の場合、共済見舞金の全部ま

たは一部が給付されませんので、ご注意くだ

さい。①会員もしくは見舞金受取人の故意に

よる事故　②会員が無免許・酒気帯び運転中

に生じた事故または、その事実を承知で同乗

していた事故　③地震・洪水・暴風・その他

の天災によって生じた事故　④正当な理由な

く医師の指示に従わなかったとき　⑤会員ま

たは見舞金受取人の重大な過失による事故　

⑥法令に違反し、市町村総合事務組合長が不

適切と認める事故

加入申込受付日程

申し込み・問合せ
　経済環境部環境政策課に備え付けの「県民交

通災害共済加入申込書」（２月１日に新聞折り

込みで配布しています）に必要事項を記入の上、

会費を添えて、経済環境部環境政策課生活安全

係（☎282-1711　内線1455）へ申し込みくださ

い（平成18年度の会員証がある方はお持ちくだ

さい）。また、出張受け付け（加入申込受付日程

を参照）も行います。

等級 災害区分 見舞金額
１ 死　　亡 100万円
２ 治療実日数181日以上の傷害 30万円
３ 治療実日数151日以上の傷害 25万円
４ 治療実日数121日以上の傷害 20万円
５ 治療実日数  91日以上の傷害 15万円
６ 治療実日数  61日以上の傷害 10万円
７ 治療実日数  41日以上の傷害 8万円
８ 治療実日数  21日以上の傷害 6万円
９ 治療実日数  ８日以上の傷害 3万円
10 治療実日数  ３日以上の傷害 2万円
身障 身体障害者１級・２級該当 50万円

期　日 時　間 場　所

月～金曜日
（祝日を除く）

８：30 ～ 12：00
13：00 ～ 17：00

経 済 環 境 部 環 境 政 策 課
（役 場 行 政 棟 ４ 階）

２月20日（火）13：30 ～ 15：00 石神コミュニティセンター

２月21日（水）13：30 ～ 15：00 白方コミュニティセンター

２月22日（木）13：30 ～ 15：00 真崎コミュニティセンター

２月23日（金）13：30 ～ 15：00 村松コミュニティセンター

２月26日（月）13：30 ～ 15：00 中丸コミュニティセンター

２月27日（火）13：30 ～ 15：00 舟石川コミュニティセンター

家族そろって

県民交通災害共済に加入しましょう

● 9
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●寒風の中、自慢の健脚で走り初め

●長年にわたりさまざまな統計調査にご尽力
各種統計調査に尽力された方々を表彰する「第48回茨城県

統計大会」が12月５日、県民文化センター（水戸市）で行わ

れました。村内では、清水三男さん（村松在住）が経済産業

省経済産業政策局調査統計部長感謝状を、荒巻富美子さん

（白方在住）が総務大臣表彰を、及川三郎さん（舟石川在住）、

成冨滿夫さん（村松在住）、市毛勇さん（竹瓦在住）が茨城県

知事表彰を、清水鐵雄さん（村松在住）、岡部正人さん（石

神内宿在住）、福地徹さん（舟石川在住）、佐藤重雄さん（石

神内宿在住）が茨城県統計協会総裁表彰を受賞されました。

１月８日、「第34回東海村新春マラソン大会」が笠松運動

公園で開催されました。それぞれの種目へ参加した1,922

人はいずれも健脚自慢。たくさんの声援を受けながら、参

加者たちは日ごろの練習の成果を発揮していました。なお、

今大会の各種目の優勝者と優勝タイムは、次のとおりです。

【ハーフマラソン】　○男子　39歳以下…木村孝浩（１時間

10分57秒）　40歳代…山田真人（１時間14分04秒）　50歳

代…千葉淳（１時間20分38秒）　60歳以上…鳥取克行（１

時間23分39秒）　○女子　39歳以下…綿貫真琴（１時間29

分）　40歳以上…石井幸枝（１時間24分40秒）　【10ｋｍ】

○男子　39歳以下…大野隆紀（32分47秒）　40歳代…北重

治（33分38秒）　50歳代…阿部知之（35分18秒）　60歳以上

…山口功（37分41秒）　○女子 39歳以下…小田倉香織（38

分05秒）　40歳以上…田尻正子（39分46秒）　【３ｋｍ】○

男子　飯塚大空（９分46秒）　○女子　塚田友萌美（12分

16秒）　【2.4ｋｍ】　○男子　４年生…五十嵐拓也（９分37

秒）　５年生…三浦龍生（９分11秒）　６年生…光本大記（８

分37秒）　【２ｋｍ】　○女子　４年生…細金沙那（８分09秒）

５年生…二川侑己（７分58秒）　６年生…海野未湖（７分36

秒）　【１ｋｍ】　○男子　１年生…押野光汰（４分30秒）　

２年生…中根雅也（４分11秒）　３年生…石川侑人（３分51秒）

○女子　１年生…森作春香（４分33秒）　２年生…久語美

紀子（４分18秒）　３年生…坂本瑞歩（３分51秒）　（敬称略）

タイムを意識せず、自

分のペースで走りまし

た。リズム良く走ること

ができて良かったです。

優勝を狙ってました

が、終始つらかった。

よく頑張ったと自分を

褒めてあげたい。

木村孝浩さん
（宮城県）

石井幸枝さん
（日立市）

後列左から岡部さん、清水（鐵）さん、成冨さん
前列左から市毛さん、清水（三）さん、村上村長、荒巻さん、及川さん
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●災害のないまちを目指して、日ごろの成果を発揮！
１月７日、「平成19年東海村消防出初式」が東海文化セン

ター駐車場とその周辺で行われました。これは、村の消防

活動に携わる方々が一堂に会し、新年最初の演習を行うも

ので、今年は16団体、609人が参加。会場では、原子力事

業所、少年消防クラブ、婦人防火クラブ、自主防災組織に

よる消火訓練、消防救助隊による救助訓練、消防団第５分

団による操法訓練などが行われ、日ごろの訓練の成果を発

揮。幼年消防クラブを先頭に行った分列行進では、「火の用

心！」を呼び掛けるなど、防火意識の高揚に努めていました。

●趣味の一つに“木彫り”教室
12月２日・16日の２回にわたり、「男性の木彫り教室」が

中央公民館で開催されました。これは、家庭生活への男女

共同参画を推進する講座の一環として、今回、男性を対象

に趣味の幅を広げてもらい、生活する上での生きがいを見

つけてもらおうとしたもの。講師に迎えた岡野志津子さん

（黒ばら会木彫教室講師）の指導により、参加者たちは「小物

入れ」制作にチャレンジ。日ごろ、あまり使用することがな

い彫刻刀での作業に、初めは不安な表情でしたが、完成し

た世界に一つだけの作品に満面の笑みを浮かべていました。

●伝統行事でお年寄りのぬくもりを感じる
１月19日、宿幼稚園（郡司照子園長）、村松保育所（近藤壽

子所長）、ひまわり保育園（沓掛多枝子園長）の子どもたち

と照沼地区老人会による「老人会交流繭
まゆ

玉作り」が村松コ

ミュニティセンターで行われました。これは、子どもたち

が伝統行事を学びながら、お年寄りと交流を深めることを

目的としたもの。「繭玉は米や麦などが多く実るようにお祈

りするもの」と教えてもらった子どもたちは、お年寄りと一

緒にもちつきや色鮮やかな繭玉の飾り付けをして大喜び。

小春日和の中、ぬくもりいっぱいの交流となったようです。
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【
俳　

句
】

四
方
山
を
あ
ま
ね
く
て
ら
す
お
元
日

 

舟
石
川　

舛
井　

愛
子

賽
銭
の
飛
び
交
う
頭
上
初
詣

 

白
方
中
央　

柴
田　

一
声

空
っ
風
銀
杏
並
木
の
に
ぎ
や
か
に

 
外　

宿　

照
沼
あ
や
子

掃
く
ほ
ど
に
さ
ら
さ
ら
沙
羅
樹
散
り
紅
葉

 

東　

海　

佐
藤　

と
よ

宵
宮
に
荒
ぶ
る
神
輿
芝
神
明

 

村　

松　

正
木　

幹
夫

荒
磯
に
波
の
花
舞
う
北
の
海

 

豊　

白　

中
島
エ
ミ
子

集
団
を
は
ぐ
れ
来
し
柚
子
湯
の
頸
に

 

村　

松　

松
本　

正
勝

晦
に
椿
あ
っ
さ
り
落
ち
に
け
り

 

白
方
中
央　

根
本　

怜
子

佗
助
の
蜜
に
目
白
の
二
羽
三
羽

 

白
方
中
央　

根
本　

　

武

さ
ざ
ん
か
に
寒
く
な
い
か
と
そ
っ
と
聞
く

 

外　

宿　

西
山　

純
一

と
そ
祝
う
わ
れ
七
十
路
の
旅
支
度

 

南　

台　

渋
谷
ひ
ろ
し

　　
　

【
短　

歌
】

寒
き
空
夕
月
が
あ
り
て
久
び
さ
に
楽
し
み
て
み
る
空
の

美
し 

船　

場　

中
井
川
し
げ

　

私
と
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
と
の
か
か
わ
り
は
、
今

か
ら
10
年
ほ
ど
前
、
二
男
が
小
学
２
年
生
の
と
き

か
ら
で
す
。
ぜ
ん
そ
く
を
持
っ
て
お
り
、
体
力
に

自
信
の
な
い
二
男
に
何
か
経
験
さ
せ
ら
れ
な
い
か

と
思
案
し
て
い
た
と
き
、
知
人
に
紹
介
さ
れ
、
海

遊
び
に
参
加
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ

れ
以
来
、
野
外
活
動
や
奉
仕
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
じ
て
、
自
立
心
や
協
調
性
、
他
人

を
思
い
や
る
心
、
感
動
す
る
心
を
は
ぐ
く
む
こ
と

を
大
切
に
す
る
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
趣
旨
に

共
感
し
、
子
ど
も
と
一
緒
に
活
動
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
立
７
団
は
、
日
立
市
南

部
ま
た
は
村
内
在
住
の
幼
稚
園
児
か
ら
20
歳
ま
で

の
方
が
、
５
つ
の
隊
に
分
か
れ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
自
然
の
中
で
の
キ
ャ
ン
プ
や
身
近
な
物
を
利

用
し
な
が
ら
遊
ぶ
楽
し
さ
、
異
年
齢
間
の
子
ど
も

た
ち
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
協
力
す
る
な
ど
、
学

校
で
は
経
験
で
き
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
昨
今
、
便
利
な
生
活
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
私

も
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
活
動
に
は
新
鮮
な
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
特

に
二
男
の
成
長
を
実
感
し
た
の
は
、
中
学
生
の
と

き
に
、
４
年
に
１
度
開
催
さ
れ
る
、
４
泊
５
日
で

の
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
の
キ
ャ
ン
プ「
日
本
ジ
ャ
ン
ボ

リ
ー
」
に
１
人
で
参
加
し
、
世
界
各
国
の
ス
カ
ウ

ト
た
ち
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
の

こ
と
で
す
。
真
夏
の
大
阪
は
猛
暑
が
続
き
、
途
中

で
体
調
を
崩
し
た
よ
う
で
す
が
、
活
動
を
終
え
て

自
宅
に
戻
っ
て
き
た
と
き
の
真
っ
黒
に
日
焼
け
し

た
表
情
か
ら
は
、充
実
感
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
私
は
、
東
海
村
子
ど
も
ニ
ュ
ー
ス「
て
ん

こ
も
り
ッ
！
」
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
、以
前
と
比
べ
、

驚
く
ほ
ど
変
化
し
て
い
ま
す
。
生
活
も
便
利
に
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
心
痛
む
出
来
事
も
多
く
あ

り
ま
す
。
親
も
子
育
て
に
悩
み
、
子
ど
も
と
の
か

か
わ
り
方
を
模
索
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
子
ど
も
の
成
長
を
共
に
喜
び
合
え

る
方
々

に
支
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち

が
多
く
の
方
と
か
か
わ
り
、
豊
か
な
生
活
経
験
を

積
み
重
ね
る
こ
と
で
、
ゆ
っ
く
り
育
っ
て
い
く
こ

と
を
教
え
ら
れ
る
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
。

ＰＡＲＴ . ８３

指導者からのメッセージ

青少年育成
体 験 記

ボーイスカウトにかかわって
 　   ボーイスカウト日立７団団委員

舟石川　斎
さい

藤
とう

　京
きょう

子
こ
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〞〝Y
es.

〞

　

僕
は
、
昨
年
の
12
月
15
日
に
太
田
第
一
高
等
学

校
で
開
催
さ
れ
た「
第
23
回
中
学
生
英
語
暗
唱
大

会
」
に
参
加
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
授
賞
式
で
自
分
の
名
前
が
呼
ば

れ
た
と
き
は
、
本
当
に
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
英
語
の
発
音
や
表
現
力
を
競
う

も
の
で
す
。
た
だ
暗
唱
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
表

情
豊
か
に
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
て
表
現
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
僕
が
暗
唱
し
た
の
は
、
教

科
書
に
出
て
く
る
文
章
で
、
４
人
の
中
学
生
が
カ

ナ
ダ
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
を
観
光
す
る
と
い
う
話

で
し
た
。見
て
い
る
方
の
目
に
も
、壮
大
な
ス
ケ
ー

ル
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
表
現
す

る
た
め
に
、
日
々

練
習
を
重
ね
ま
し
た
。
普
段
の

会
話
で
は
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
て
表
現
す
る

こ
と
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
な
の
で
、
最
初
は
照
れ

く
さ
さ
も
あ
り
、
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
発
音
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
デ
ィ
ラ
ン
先
生
が

吹
き
込
ん
だ
テ
ー
プ
を
何
度
も
聞
い
て
練
習
を
し

ま
し
た
。
部
活
や
宿
題
に
追
わ
れ
、
あ
ま
り
練
習

す
る
時
間
が
な
か
っ
た
た
め
、
入
浴
時
や
就
寝
前

の
わ
ず
か
な
時
間
も
有
効
に
利
用
し
ま
し
た
。
大

会
当
日
は
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
が
、
国
指
定
重

要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
太
田
第
一
高
等

学
校
資
料
館
の
高
い
天
井
や
壁
に
施
さ
れ
て
い
る

美
し
い
彫
刻
を
眺
め
な
が
ら
、
気
持
ち
を
落
ち
着

か
せ
て
、
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

　

今
回
、
僕
は
、
思
い
が
け
ず
最
優
秀
賞
を
受
賞

す
る
こ
と
が
で
き
、本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
心
か
ら
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
も
一
生
懸
命
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

〝D
o
 Y

o
u
 lik

e E
n
g
lish

?

〞〝I lik
e E

n
g
lish

 

v
ery

 m
u
ch

.

〞〝It's so
 fu

n
!

〞〝T
h
a
n
k
 y
o
u
.

〞

手
づ
く
り
の
乾
燥
芋
を
食
す
れ
ば
冬
陽
の
あ
ま
き
匂
い

こ
も
れ
り 

外　

宿　

小
林
美
代
子

年
の
瀬
の
せ
わ
し
き
一
日
老
い
た
り
し
庭
師
日
す
が
ら

整
枝
に
励
む 

船　

場　

村
上
よ
り
子

遠
き
日
に
稲
子
捕
り
し
た
畦
道
を
想
い
出
し
つ
つ
通
る

夕
暮
れ 

村　

松　

高
橋　

正
弘

新
し
き
世
紀
を
迎
え
千
客
の
来
た
ら
ん
こ
と
を
今
年
も

祈
る 

照　

沼　

佐
藤　

　

昇

い
つ
迄
も
病
気
し
な
い
で
元
気
で
ね
小
二
の
孫
の
言
葉

う
れ
し
き 
須
和
間　

柴
山　

靖
子

あ
ら
た
ま
の
初
夢
見
ん
と
思
ひ
ど
も
変
ら
ぬ
ま
ま
に
時

の
す
ぎ
ゆ
く 

船　

場　

舛
井
庫
之
助

炉
を
か
こ
み
寒
き
年
の
瀬
語
り
あ
う
さ
と
の
夜
明
け
に

破
魔
矢
が
と
ど
く 

内　

宿　

村
上　

文
江

恙
が
あ
る
体
と
な
り
し
老
吾
は
初
春
に
祈
る
健
や
か
な

れ
と 

外　

宿　

髙
槌　

す
み

朗
読
や
こ
だ
ま
の
集
い
に
バ
イ
オ
リ
ン
演
奏
楽
し

二
十
四
回 

舟
石
川　

工
藤
和
一
郎

新
年
に
八
十
寿
を
迎
え
し
わ
が
夫
み
堂
の
中
に
て
護
摩

の
火
を
受
く 

舟
石
川　

小
川
志
つ
江

腰
お
ろ
し
砂
に
一
文
字
老
と
書
き
サ
ー
フ
ィ
ン
姿
飽
か

ず
見
て
居
り 

南　

台　

根
本
内
俊
男

夕
食
を
す
ま
せ
し
の
ち
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
妻
の
靴
音
の

み
の
静
け
さ 

緑
ヶ
丘　

佐
藤　

　

正

み
ず
か
ら
の
最
後
の
生
を
も
え
つ
く
し
友
は
逝
き
し
か

余
韻
残
し
つ 

東　

海　

片
野　

紀
夫

　
　

【
川　

柳
】

犬
散
歩
シ
ャ
ベ
ル
持
つ
人
持
た
ぬ
人

 

白
方
中
央　

関
口　

　

満

英
語
暗
唱
大
会
に
参
加
し
て

　
　
　
　
　
　

東
海
中
学
校
１
年

白
方　

山や
ま

口ぐ
ち　

大だ
い

輝き

ＶＯＬ .  ９３

エッセー頑張る

今どきの

青少年
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ＳＴＡＴＩＯＮ
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■開館時間 午前10時～午後７時　

※各展示の最終日は、午後３時まで

となります。

■場　　所 ＪＲ東海駅（駅舎２階）

■問 合 せ 東海ステーションギャラ

リー（☎287-3680）

土なかま彫塑展

　「土なかま」は、茨城大学教育学部美術科

で彫塑を専攻した卒業生を中心としたグル

ープです。出品作品は、石こう・テラコッ

タ・金属・石を素材にした彫刻です。会期

初日には、作家と学芸員によるギャラリー

トークを開催します。

２
月
18
日（
日
）〜
２
月
24
日（
土
）

原子力機構美術部展

　「企業体内美術部の新しい形―産学官連

携による美術部の運営」として、絵画は画

材店、木工は材木および工具店、技術の習

得には公の美術講習会への参加、ＯＢと現

職美術部員との交流など、地域に密着した

美術部の形を示します。

３
月
４
日（
日
）〜
３
月
10
日（
土
）

かな書道　茨城藍筍会展

　故今関脩竹さん（元日展評議員）が創立し

た「藍筍会」に所属する県内在住者の書展で

す。平安仮名を基礎とし、大字で表現する

ことを学んでいます。近年は、調和体の作

品に挑戦する機会もあり、「かな書」の多彩

な表現を楽しんでいただきたいと思います。

２
月
25
日（
日
）〜
３
月
３
日（
土
）

※
午
後
６
時
で
閉
館
と
な
り
ま
す
。

　教育委員は、「地方教育行政の組織及び運営に関

する法律」に基づき、教育に関し識見を有する方が

議会の同意を得て任命されるものです。

　今回、新たに舛井正義さんが教育委員に任命さ

れましたので紹介します。

新しい教育委員を紹介します

舛井正義　（ますい・まさよし）
①住所 石神外宿　

②年齢 68歳

③任期 平成18年12月22日から

平成22年12月21日まで

④プロフィル　茨城大学名誉

教授、工学博士
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図
書
館
ト
ピ
ッ
ク
ス

「
ひ
な
ま
つ
り
会
」を
開
催
し
ま
す

　

ひ
な
祭
り
に
ち
な
み
、「
た

ん
ぽ
ぽ
の
会
」
に
よ
る
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
、
簡
単
な
工
作

な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
日　
　

時 

３
月
３
日（
土
）

午
後
２
時
〜
３
時

▼
場　
　

所 

多
目
的
ル
ー
ム

▼
対　
　

象 

幼
児
お
よ
び
児

童
と
そ
の
保
護
者

図
書
資
料
の
返
却
に
つ
い
て

　

よ
り
多
く
の
資
料
を
返
却
で
き
る
よ
う
、
図
書
館
の

玄
関
に
備
え
付
け
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
投
入
口
を
高
く

し
ま
し
た
。
収
容
で
き
る
冊
数
は
増
え
ま
し
た
が
、
投と

う

函か
ん

口
の
大
き
さ
が
以
前
よ
り
も
狭
い
た
め
、
大
型
の
絵

本
や
紙
芝
居
は
返
却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ

ら
の
資
料
は
、
図
書
館
開
館
中
に
返
却
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
返

却
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視
聴
覚
資
料
は
、

破
損
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ｃ
Ｄ
・
視
聴
覚
専

用
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

新
着
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
紹
介
し
ま
す

　

図
書
館
で
は
、
Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

視
聴
覚
資
料
を
幅
広
く
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
図
書
館

で
所
蔵
し
て
い
る
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
映
像
資
料

を
、
１
人
で
も
多
く
の
方
が
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

国
民
年
金
の

手
続
き

　

こ
ん
な
と
き
に
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す

■
20
歳
に
な
っ
た
と
き 

学
生
の
方
、
自
営
業
の
方
、

フ
リ
ー
タ
ー
の
方
な
ど
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い

な
い
方
は
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金
の
加
入
届

け
出
が
必
要
で
す
。
誕
生
月
の
初
め
に
社
会
保
険
事

務
所
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
案
内
書
に
同
封
さ
れ
て
い

る
届
け
書
・
申
請
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
退
職
し
た
と
き 

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
方
が
退
職

し
た
と
き
は
、
国
民
年
金
の
加
入
届
け
出
が
必
要
で

す
。
退
職
日
が
確
認
で
き
る
書
類（
離
職
票
や
退
職

辞
令
な
ど
）と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
配
偶
者
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き 

20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
方
で
、
収
入
の
増
加
、
離
婚
、
死
別
な
ど
の

理
由
に
よ
り
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

の
扶
養
か
ら
外
れ
た
と
き
に
は
、
国
民
年
金
の
届
け

出
が
必
要
で
す
。
扶
養
か
ら
外
れ
た
日
が
確
認
で
き

る
書
類
と
年
金
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
配
偶
者
の
扶
養
に
入
っ
た
と
き 

20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
方
で
、
厚
生
年
金
等
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

の
扶
養
に
入
っ
た
方
は
、
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険

者
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。
配
偶
者
の
勤
務
先
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
所
や
名
前
が
変
わ
っ
た
と
き 

役
場
へ
届
け
出
る

場
合
と
勤
務
先
へ
届
け
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

問

合

せ

　

福
祉
部
保
健
年
金
課
国
保
年
金
係（
☎
282
局
１
７
１
１

内
線
１
１
３
３
）

「たんぽぽの会」による
おはなし会
期　日 毎週土曜日（第５土曜日

　　　　を除く）

時　間 午後２時～３時

場　所 おはなしコ―ナー

内　容 絵本の読み聞かせ、手遊

　　　　びなどを行います。

休館日
２月11日（日）・12日（月）

　　  19日 （月）・26日（月）

　　  28日 （水）

３月５日（月）

国
民
年
金

だ

よ

り

よ
う
、
大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

視
聴
覚
資
料
は
、
１
人
２
点
ま
で
、
１
週
間
貸
し
出

し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
所
蔵

数
が
少
な
い
た
め
、
続
け
て
貸
し
出
し
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
Ｃ
Ｄ

　

①「
ア
バ
ド
・
プ
レ
イ
ズ
・
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」（
交
響

曲
・
管
弦
楽
曲
選
集
）　

②「
超
絶
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
」（
リ

ー
・
チ
ャ
ン
ユ
ン
演
奏
）　

③「
チ
ャ
イ
・
ダ
ン
ス
！
」

（
西
遊
姉
妹
演
奏
）　

④「
ヒ
ー
ロ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
」（
麻

倉
美
稀
歌
）　

⑤「
小
泉
八
雲
の
世
界
」　

⑥「
ジ
ブ
リ
と

い
っ
し
ょ
」（
茂
森
あ
ゆ
み
歌
）

●
Ｄ
Ｖ
Ｄ

　

①「
自
然
な
ぜ
な
に
？　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
図
鑑
」　

②「
が
ん

ば
る
も
ん
」（
げ
ん
き
げ
ん
き
ノ
ン
タ
ン
ア
ニ
メ
）　

③

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
体
操
１
週
間
」　

④「
特
選
落
語
集（
全

４
巻
）」（
５
代
目
三
遊
亭
円
楽
）　

⑤「
ワ
ー
ル
ド
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
２
０
０
６
」　

⑥「
ミ
ス
マ
ー
プ

ル
完
全
版（
全
12
巻
）」

昨年の「ひなまつり会」の様子
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募集

平成 19 年１月１日現在
前月比

世帯数 13,305 世帯  ＋ 12
総人口 35,932 人 － 8
　男 18,047 人 　＋ 3
　女 17,885 人 － 11

人口と世帯数

☎ 282-1711（代表）

役場の電話番号

■雇用期間 平成19年４月１日（日）から平成20
年３月31日（月）までの１年間
■職 種 等 ①センター長（１人程度）　②一般
職員（１人程度）

■対　　象 ①コミュニティセンターに通勤が
可能②高等学校卒業程度以上の学力を有す
る③パソコンの基本操作ができる④夜間勤務
（午後５時～９時30分）が可能――を満たす方
■選考方法 面接試験、作文の提出（自筆で800
字程度）
■作文課題 「地域活動とコミュニティセン
ター職員の役割」
■選 考 日 ２月25日（日）
■報 酬 額 ①センター長…150,000円／月　
②一般職員…74,000円／月
■そ の 他 ①諸手当…通勤手当　②休暇…コ
ミュニティセンター休館日が基本、有給休暇
有り。

■申し込み・問合せ ２月19日（月）まで（土・日
曜日、祝日を除く）の午前９時から午後５時ま
でに、①履歴書（写真を張り付けたもの）②作
文――を用意の上で、企画総務部自治推進課
自治推進係（内線1341）へ申し込みください。

コミュニティセンター嘱託職員募集

2・10 号／お知

クアップ／ Feb.

いんいいんんふふふぉぉぉ
めめめーーーしししょょょんんん

　

ら
せ

ピ
ッ

■期　　日 ３月10日（土）
■時　　間 午後１時30分～４時30分
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■内　　容 ①基調講演　演題／「人と人　活
動と活動が地域を紡ぐ」　講師／稲垣美加子
さん（茨城キリスト教大学生活科学部助教授）
②シンポジウム　テーマ／「あってよかった
ネットワーク　なくて困ったネットワーク」　
シンポジスト／岡部ちい子さん（ＮＰＯ法人楽
楽茶の間代表理事）、中村朋子さん（ＮＰＯ法
人ドリームたんぽぽ代表理事）、菅野弥生さん
（キャロットクラブ代表）ほか
■定　　員 先着200人
■申し込み・問合せ ３月２日（金）までに、社会
福祉協議会（☎282-2804）へ申し込みください。

平成18年度地域福祉フォーラム参加者募集参加
費

無
料

■任　　期 平成19年４月１日（日）から平成21
年３月31日（火）までの２年間
■採用人数 ３人
■対　　象 ①平成19年４月１日現在で満18歳
以上②村内または近隣に在住③村の観光ＰＲ
など各種事業および茨城県主催の公的行事に
参加可能④年間を通じて約20日間程度活動
可能――を満たす方（高校生を除く）
■内　　容 観光協会および公的な団体の催す
行事等に参加していただきます。
■そ の 他 制服を夏・冬一式支給します。ま
た、報酬は１日１万円となります。
■申し込み・問合せ ２月28日（水）（当日消印有
効）の午後５時までに、村内公共施設に備え付
けの応募用紙（写真を張り付けたもの）に必要
事項を記入し、東海村観光協会事務局（経済
環境部経済課内　〒319-1192　東海村東海三
丁目７番１号　内線1438）へ直接または郵送
で申し込みください。

第４代東海ゆめ大使募集

■期　　日 ２月24日（土）
■時　　間 午前９時～正午
■場　　所 舟石川コミュニティセンター
■定　　員 先着20人
■内　　容 乳幼児の心肺蘇

そ

生
せい

法、異物除去、
ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使用法
■そ の 他 ①動きやすい服装で参加してくだ
さい。②普通救命講習修了証を交付します。
③託児サービス（無料）がありますので、ご希
望の方は２月21日(水)までに申し込みください。
■申し込み・問合せ ２月23日（金）までに、消
防署救急救助係（☎282-2038）へ申し込みくだ
さい。

乳幼児を守る普通救命講習会参加者募集参加
費

無
料
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診療時間 午前９時30分～正午、午後１時～２時
問 合 せ 救急医療情報コントロールシステム(☎241-4199）
期日 病医院名 電話番号
11日(日) 尾形クリニック 282-4781
12日(月) 茨城東病院 282-1151
18日(日) 村立東海病院 282-2188
25日(日) 東海クリニック 283-1711

２月の休日診療日程

■雇用期間 平成19年４月１日（日）から平成20
年３月31日（月）までの１年間
■募集人員 ２人程度（事務嘱託）
■対　　象 ①60歳未満の方で、高等学校卒業
程度以上の学力を有する②パソコンの基本操
作ができる③実用英語技能検定（英検）３級程
度の英会話ができる――を満たす方
■選考方法 面接試験、作文の提出（自筆で800
字程度）
■作文課題 「姉妹都市交流会館職員の役割と
国際交流について」
■選 考 日 ２月25日（日）
■そ の 他 ①報酬額…94,000円／月　②勤務
時間…月曜日から土曜日までの１週28時間
■申し込み・問合せ ２月16日（金）まで（土・日
曜日、祝日を除く）の午前８時30分から午後５
時までに、①履歴書（写真を張り付けたもの）
②作文――を用意の上で、企画総務部自治推
進課ハーモニー・交流係（内線1343）へ申し込
みください。

姉妹都市交流会館嘱託職員募集

　村内で活動するガイドボランティア・病院ボ
ランティアの養成講座を開催します。
■期　　日 ２月19日（月）・21日（水）・23日（金）
■時　　間 午前10時～正午
■場　　所 東海村合同庁舎ほか
■対　　象 村内在住・在勤の方（先着20人）
■内　　容 ①高齢者疑似体験　②車いすおよ
びアイマスクの介助体験など

■受 講 料 500円／人
■申し込み・問合せ ２月16日（金）までに、東 
海村ボランティア市民活動センター「えがお」
（☎283-4538）へ申し込みください。

ボランティア養成講座受講生募集

　昔懐かしいおやつを作って、その味を子ども
たちに伝えてみませんか？
■期　　日 ①２月27日（火）　②３月３日（土）
■時　　間 午後１時～４時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住のおおむね60歳以上の方
（先着20人）
■申し込み・問合せ ２月13日（火）から23日（金）
までに、社会福祉協議会（☎282-2804）へ申し込
みください。

頼れるおじいちゃん・おばあちゃん講座受講生募集受講
料

無
料

■雇用期間 平成19年４月１日（日）から平成20
年３月31日（月）までの１年間
■対　　象 レセプト点検事務の経験がおおむ
ね３年以上ある方（１人）
■そ の 他 ①報酬額…169,000円／月　②諸
手当…通勤手当　③福利厚生…社会保険・雇
用保険　④休暇…年次休暇有り
■申し込み・問合せ ２月23日（金）まで（土・日
曜日、祝日を除く）の午前８時30分から午後５
時15分までに、履歴書（写真を張り付けたもの）
に必要事項を記入の上、福祉部保健年金課国
保年金係（内線1131）へ申し込みください。

レセプト点検嘱託職員募集

　県政モニター制度は、広く県民の皆さんの提
案や意見を組織的・継続的に聞き、県の行政施
策の企画・立案・実施の参考にするものです。
■任　　期 ２年間（平成19年委嘱の日から平
成21年３月末日まで）
■募集人員 50人
■対　　象 県内在住の20歳以上の方（公務員
や地方公共団体の議会議員、国・市町村のモ
ニターおよびインターネットモニターを務め
ている方、過去５年以内に県政モニターを経
験した方を除く）
■申し込み・問合せ 企画総務部自治推進課広
報係に備え付けの「県政モニター応募用紙」に
必要事項を記入の上、２月28日（水）（当日消印
有効）までに、茨城県広報広聴課（〒310-8555
水戸市笠原町978-6　☎301-2123）へ申し込み
ください。

平成19年度県政モニター募集

■期　　日 ３月３日（土）
■時　　間 午後１時～４時
■場　　所 総合福祉センター「絆

きずな

」
■対　　象 村内在住の親子（先着20組）　※
子どもは小学生以下となります。
■申し込み・問合せ ２月13日（火）から３月１日
（木）までに、社会福祉協議会（☎282-2804）へ
申し込みください。

懐かしいおやつ作り教室参加者募集参加
費

無　
料
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エトセトラ

　村では、畑地を対象に薬剤による野ネズミの
一斉駆除を実施します。駆除希望者は、薬剤配
布期間内に経済課へ薬剤を受け取りにきてくだ
さい。なお、当日はペット等の放し飼いをしな
いようにお願いします。
■実 施 日 ２月25日(日)
■場　　所 村内畑地全域
■費　　用 無料
■薬剤配布日 ２月19日(月)から23日（金)まで
の午前９時から午後５時まで経済課（役場行
政棟４階）で、畑地10アール当たり25袋を配
布します（本人確認のために、身分を証明で
きるものを持参してください）。なお、配布
する薬剤の数には限りがありますので先着
順となります。

■問 合 せ 経済環境部経済課地域農政係（内
線1435）

就職相談会開催を開催します
■期　　日 ２月23日（金）　
■時　　間 午前10時から
■場　　所 白方コミュニティセンター
■対　　象 15歳以上で、就職（パートを含む）
を希望している方（先着30人）

■内　　容 就職適性診断、適職探しのアド
バイス、職務経歴書等の記載・面接の指導、
求人情報の提供など

■申し込み・問合せ 経済環境部経済課商工観
光係（内線1438）

■日　　時 ２月14日（水）　午前９時30分～
午後３時30分（正午から午後１時までを除く）
■場　　所 役場行政棟東側玄関ロビー
■そ の 他 ①平成16年10月から、献血者の本
人確認を行っています。本人確認がお済みで
ない方は、運転免許証等の提示が必要となり
ます。②献血手帳（または献血カード）をお持
ちの方は、当日持参してください。

■問 合 せ 保健センター（☎282-2797）

献血にご協力ください！

■期　　間 ２月15日（木）から28日（水）まで
（月曜日を除く）の午前９時から午後９時まで
※日曜日は午後６時までとなります。

■場　　所 総合体育館
■そ の 他 ①写真を受領する際は、住所、氏名、
電話番号の記入が必要となります。②写真は、
本人と家族のみの配布となります（先着順）。
■問 合 せ 総合体育館（☎283-0673）

東海村新春マラソン大会の写真の展示・無料配布を行います

　東海村選挙管理委員会では、東海村農業委員
会委員選挙人名簿を縦覧に供します。名簿に登
載されている方は、①昭和62年４月１日以前に
誕生②世帯の耕作面積が10アール以上③年間
の耕作日数がおおむね60日以上――の方です。
■期　　間 ２月23日（金）～３月９日（金）
■時　　間 午前８時30分～午後５時
■場　　所 企画総務部総務課（役場行政棟３階）
■問 合 せ 東海村選挙管理委員会（企画総務
部総務課内　内線1313）

平成19年度の東海村農業委員会委員選挙人名簿の縦覧

２等陸海空士自衛官募集
■試 験 日 ２月16日（金）
■応募資格 18歳以上27歳未満の男子
■問 合 せ 自衛隊茨城地方協力本部水戸募集
案内所（☎226-9294　ホームページhttp://www.
ibaraki.plo.jda.go.jp　電子メールhq1@ibaraki.
plo.jda.go.jp）

■活動日時 毎月第１・３・４土曜日、第２日曜
日　午前９時～午後３時
■場　　所 中央公民館、中丸コミュニティセ
ンターほか

■対　　象 村内在住・在勤・在学の方
■申し込み・問合せ ２月11日（日）に中央公民
館の会場へ直接、２月17日（土）に中丸コミュニ
ティセンターの会場へ直接、または秋葉光一
さん（将棋連盟事務局長　☎・FAX282-2691）
へ電話・ファクシミリで申し込みください。

とうかい環境フェスタを開催します
　「食から考える環境問題」をメーンテーマに、
環境に関するさまざまな取り組みについて展示・
発表が行われます。
■日　　時 ２月24日（土）　午前９時～午後３時
■場　　所　総合体育館　
■内　　容 ①講演　演題／「食卓から地球へ
平和な世界へ」　講師／池田香代子さん（著書
「世界がもし100人の村だったら」の翻訳者）
②「もったいないバザー」の開催　③環境配慮
品の抽選会　④各種出展ブースなど

■問 合 せ 環境経済部環境政策課環境計画推
進係（内線1453）

入場
料

無
料

平成19年度将棋連盟会員募集

野ネズミの一斉駆除を実施します
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●期　　日 ２月28日（水）

●時　　間 午後１時30分～

３時30分

●場　　所 東海文化セン

ター

●内　　容 ①東海村ボラン

ティア市民活動センター紹

介　②講演　演題／「人権を侵害しないため

に～情報の正しい選び方～」　講師／辛坊治

郎さん（読売テレビ解説委員）　

●入 場 料 無料

●そ の 他 ①保育サービス（無料）がご利用で

きますので、２月23日（金）までに申し込みく

ださい。②２月12日（月）の新聞折り込みでチ

ラシを配布します。

●問 合 せ 東海村ボランティア市民活動セン

ター「えがお」（☎283-4538　FAX283-4552）

第１回東海村ボランティア
市民活動セミナー開催！

ご来場ください！　第28回東海村教育振興大会

新入学・中学進学児童
祝い金贈呈事業調査にご協力ください
　社会福祉協議会では、平成19年度の新入学・

中学進学する児童（生活保護世帯などの児童）を

対象とする祝い金の贈呈を行うための調査を実

施しています。皆さんのご理解・ご協力をお願

いします。

●対　　象 平成19年度小学校入学の児童（平

成12年４月２日～平成13年４月１日生まれ）

と平成19年度中学校進学の児童（平成６年４

月２日～平成７年４月１日生まれ）で、生活

保護世帯・準要保護世帯・父子世帯・母子

世帯、または父母・本人が身体障害者手帳

１・２級あるいは療育手帳 ・Ａをお持ち

の方

●問 合 せ 社会福祉協議会（☎282-2804）

■期　　日 ２月16日（金）
■時　　間 午後１時20分から
■場　　所 東海文化センター
■内　　容 ①表彰式　②講演　演
題／「親力で決まる子どもの将来」
講師／親野智可等さん

■入 場 料 無料
■問 合 せ 教育委員会学校教育課
企画総務係（内線1411）

親野智可等（おやの・ちから＝本名 杉山桂一）
教育評論家／昭和33年静岡県生まれ。平

成18年３月まで、公立学校で23年間教師

を務める。教師としての経験や知識など

を少しでも子育てに役立てたいと、無料

メールマガジン「親力で決まる子どもの

将来」を発行し、新聞、テレビ、ラジオ

などから絶賛される。

国際交流フェアを開催します国際交流フェアを開催します

Invitation to International FairInvitation to International Fair

　東海村国際交流協会
では「国際交流フェア」
を開催します。皆さん、
お誘い合わせの上、ぜ
ひご参加ください。
■期　　日 ２月17日（土）
■時　　間 午前11時～午後１時
■場　　所 東海村姉妹都市交流会館
■内　　容 ①講演（日本語）…演題／「多文化
共生社会を目指して～ふだん着で異文化とつ
きあうために」　講師／金本節子さん（茨城大
学教授）　②団体会員の紹介　③懇談
■参 加 費 会員…100円　非会員…200円
■問 合 せ 東海村国際交流協会事務局（企画
総務部自治推進課内　内線1343　電子メール
jitisuisin@vill.tokai.ibaraki.jp）
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ぼくの夢
　わたしの夢

Dream-71

夢は…。“テューバ奏者”

舟石川小学校６年●渡
わたなべ

部めぐみ

　人は誰でもいろいろな夢を持っています。私はその

中で、テューバ奏者になりたいという夢を持ちました。

　その夢を持ったきっかけは、学校の吹奏楽部にあり

ました。私は、幼いころからとても音楽が好きで、２

年生のときに吹奏楽部に入りました。そして、「テュー

バ」というとても大きい楽器を受け持ちました。初め

のころは、こんなに大きい楽器を吹くなんて重くてい

やでした。でも、たくさん練習をするうちに、テュー

バはみんなを支える土台だという重大な役目に気付

き、今ではテューバを吹くことがとても楽しく大好き

になりました。さらに、好きになればなるほど、もっ

とテューバのことを詳しく知りたくてたまりません。

　だから、これからもっと音楽やテューバのことを

勉強して、たくさんの人たちを感動させられる立派な

テューバ奏者になりたいと思います。

ちびっこ
美術館

　

私
は
結
婚
し
た
と
き
か
ら
、
子
ど
も

は
３
人（
女
の
子
２
人
、
男
の
子
１
人
）

と
決
め
て
い
ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
私

自
身
、
長
女
と
し
て
５
人
の
弟
妹
と
と

も
に
育
っ
た
か
ら
で
す
。
幼
い
こ
ろ
は

け
ん
か
も
し
ま
し
た
が
楽
し
く
過
ご

し
、
今
で
は
、
い
ろ
い
ろ
相
談
し
た
り

助
け
合
っ
た
り
す
る
な
ど
、
と
て
も
頼

り
に
し
て
い
る
存
在
で
す
。そ
れ
故
に
、

子
ど
も
た
ち
に
も
そ
ん
な
楽
し
さ
や
素

晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
の
で
す
。

　

神
様
は
私
の
希
望
通
り
、
長
女
・
優ゆ

月づ
き

（
５
歳
）、
長
男
・
瞬

し
ゅ
ん（

３
歳
）、
二
女
・

沙さ

月つ
き

（
１
歳
３
か
月
）の
３
人
の
子
ど
も

た
ち
を
授
け
て
く
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
３
人
の
育
児
は
、
年
齢
も
近
い
た

め
、
慣
れ
る
ま
で
が
と
て
も
大
変
で
し

た
。
主
人
は
帰
宅
が
遅
い
た
め
、
子
ど

も
た
ち
を
寝
か
せ
る
ま
で
、
私
一
人
で

や
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
沙
月
を

出
産
し
自
宅
へ
戻
っ
た
初
日
、「
上
の

子
ど
も
た
ち
に
ご
飯
を
作
っ
て
あ
げ
な

け
れ
ば
」「
沙
月
に
授
乳
し
な
け
れ
ば
」

「
オ
ム
ツ
を
交
換
し
な
け
れ
ば
」な
ど
と

気
持
ち
ば
か
り
が
先
走
り
、
要
領
の
悪

い
私
は
上
手
に
や
っ
て
あ
げ
ら
れ
ず
、

上
の
子
ど
も
た
ち
の
焼
き
も
ち
も
感
じ

つ
つ
、も
ど
か
し
さ
か
ら
悲
し
く
な
り
、

と
う
と
う
涙
が
ポ
ロ
リ
…
。
で
も
、
私

が
望
ん
だ
３
人
の
子
だ
か
ら
、
泣
い
て

い
て
は
子
ど
も
た
ち
が
か
わ
い
そ
う
だ

と
、
自
分
を
戒
め
奮
起
し
た
こ
と
を
覚

え
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
は
、
今
で
も

つ
ら
く
な
っ
た
り
す
る
と
、
そ
の
日
の

こ
と
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
も
、
戦
争
の
よ
う
な
毎
日
で
す

が
、「
ホ
ッ
」と
で
き
る
貴
重
な
時
間
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
長
堀
す
こ
や
か

ハ
ウ
ス
に
行
っ
た
り
、
祖
父
母
や
妹
が

忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
子
ど
も
た
ち
の

面
倒
を
見
て
く
れ
る
と
き
な
ど
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
支
え
ら

れ
、
今
、
私
た
ち
家
族
が
あ
る
こ
と
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ

子
ど
も
た
ち
と
の
戦
い
は
終
わ
り
ま
せ

ん
が
、共
に
過
ご
せ
る
時
を
大
切
に
し
、

家
族
の
笑
顔
が
耐
え
ぬ
よ
う
に
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
最
近
の
わ
が
家
の
ブ
ー
ム
は

相
撲
。「
パ
パ
の
富
士
、
ゆ
づ
乃
山
、

瞬
ノ
海
、
琴
沙
月
、
マ
マ
青
龍
」（
笑
）

と
、
主
人
が
命
名
。「
よ
〜
し
、
負
け

な
い
ぞ
！
」
と
、
パ
パ
の
富
士
に
果
敢

に
挑
む
ゆ
づ
乃
山
と
瞬
ノ
海
。
さ
ら
に
、

ハ
イ
ハ
イ
で
琴
沙
月
が
頑
張
り
ま
す
が
、

ま
だ
ま
だ
パ
パ
の
富
士
に
は
か
な
い
ま

せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
笑
顔
が
耐
え
な
い

日
々

を
送
る
中
、
成
長
し
て
い
く
子
ど

も
た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、「
い
つ
ま
で

パ
パ
の
富
士
は
勝
て
る
の
か
な
？
…
」。

黒いヤギと白いヤギ

　保育園の近所で飼われている２

匹のヤギを描いてくれた海里ちゃん

（６歳）。「黒いヤギの黒ちゃんは、お

なかに赤ちゃんがいるの。いっぱい

葉っぱを食べてくれて、かわいかっ

たよ」と、元気に話してくれました。

サンフラワー
こどもの森保育園●青

あお

柳
やぎ

海
み

里
さと

ちゃん


